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－ １．５ 157 1
快適 1.5-2.7 17.5-16.7 15.4-14.8 157 153 1 11-20
2.8-3.0 16.6 16.0 14.7-14.2 152-147 ．４－１０ 21-25
激､ 3.1-3.5 15.9 15.3 14.1-13.4 146-135 10.0 9.8 26-30
3.6 4.0 15.2-14.5 13.3-12.4 134 127 9．７－９． 31-35











































































電気療法 エレクトロ テラ ピ ￣ 低周波、高周波その他
、 活性、鎮痛、
消炎、血管拡張
作業療法 エルゴ 一一ﾌープ ピー 各種運動・体操等 神経性障害や外傷の機能回復
食餌療法 ダイ ﾆエ ツ トテラピー カロリー制限、ミネラル補給 減量
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充分な睡眠精神面：ストレスの除去
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図表-12
三標的治療料現代医学 治療標
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標的治療では直接、疾病に対処するが、
バイオホロニクス療法では生体系全体の
バランスを保ち系の治癒力を向上させて、
ヘルスチェックを図り、疾病を治療する。
バイオホロニクス治療
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現代の医学における治療法は標的治療（ピンポイント）と代替医療とに大別できるが、バイオ
ホロニクス治療は、自然治癒力（ホメオスタシス）の向上を図り、これらがやりやすい基礎的な
健康・体力を構築するものである。図表-10は、クーアが関与することが可能な現実の医療のフ
ィールドを示すものである。また、図表-11、図表-12は、バイオホロニクスの概念を示したもの
である。
8．クーア（タラソテラピー）の施策への位置づけ
遂に国民総医療費も30兆円を完破し、老人医療費の急増に対して為すべきもないわが国である
が、自律による自立、自助を原則とする自然療法の導入と振興、またこれにつらなる健康スポー
ツの振興以外にこの破局をl食い止める道はないと、すでに多くの有識者は述べている注)。
わが国においてもクーア先進国であるドイツにならって､早急にこれらについて検討を加える
べき的である。図表-13は、クーア（タラソテラピー）活動のわが国の健康づくり施策上の位置
づけを示したものである。
注）例えば、ドイツゴールデンプラン立案者ゲルト・アーベルベック氏（1972)、同じくトリム運動の提１１昌者
ユルゲン・パルム氏（1988）等
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〔わが国における健康づくり運動の背景と施策の概観〕
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